
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™›年˜—月™š日 火曜日 第œ ˜˜号官 報

上
地

直
良

木
村

俊
幸

坂
田

和
郎

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

上
見

秀
雄

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
十
九
日
）

従
六
位

小
林
賢
二
郎

従
五
位
に
叙
す
る
（
九
月
二
十
日
）

長
田

義
弘

従
五
位
に
叙
す
る

東
江

利
夫

川

洋

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

田
古
島
留
吉

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

佐
藤

良
孝

従
五
位
に
叙
す
る

大
川
原

隆

正
六
位
に
叙
す
る

西
野

芳
男

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
二
日
）

小
山

純
平

従
五
位
に
叙
す
る

高
橋

三
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

茂
木

稔

従
四
位
に
叙
す
る
（
十
月
七
日
）

〇
叙
勲

杉
下

幹
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
十
七
日
）

中
野

卓
治

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

谷
口

雅
二

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
十
八
日
）古

田

勇

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

上
川
原

毅

澤
村

慶
英

馬
場

照
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
九
日
）

松
岡

元
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

（
静
岡
市
公
立
学
校
長
）

青
島

好
秀

一
宮

英
治

太
田

正
則

崎
原

盛
勇

常
松

昭

所

勲

鷲
尾

益
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

栗
崎

一

城

清
昭

友
寄

景
昭

福
永

善
行

逸
見

英
夫

（
警
視
正
）

湊
崎

哲
也

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
七
日
）

橋
本

實

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

齋
藤

道
彦

佐
野

一

土
居

勝

橋
本

博
道

藤
田

栄
治

札
川

喜
啓

（
大
田
原
市
公
立
学
校
長
）

村
越

英
雄

守
田

道
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

花
田

壽
雄

濱
田

貴
男

前
田

進

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
八
日
）

（
三
重
大
学
名
誉
教
授
）

西
田

善
男

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

市
川

武
男

上
見

秀
雄

大
塚

春
夫

木
村

俊
幸

芝
野

貞
義

白
川

由
松

住
吉

誠
司

高
崎

啓
靖

武
居

兼
文

田

三
貴

辻

文
雄

永
澤

茂

（
名
古
屋
市
公
立
学
校
長
）

野
々
部
泰
孝

本
田

義
明

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

上
ノ
瀬
静
夫

久
保

広
行

多
田

登

鷲
津

孝
則

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
九
日
）

長
田

義
弘

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

東
江

利
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

田
古
島
留
吉

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

梶
山

文
生

佐
藤

良
孝

西
野

芳
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
二
日
）

小
山

純
平

高
橋

三
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
三
日
）

御
弔
電

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
前
国
王
ノ
ロ
ド

ム
・
シ
ハ
ヌ
ー
ク
陛
下
崩
御
に
つ
き
、
十
月
十
九
日
同
国

国
王
陛
下
へ
御
弔
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
皇
太
子
ギ

ヨ
ー
ム
殿
下
の
御
結
婚
に
つ
き
、
十
月
十
九
日
同
国
大
公

同
妃
両
殿
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
Ａ

Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
乗
員
組
合
か
ら
、
安
全
運
航
等
の
要
求
に

関
し
て
、
平
成
2
4年

1
0月

2
9日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員

が
従
事
す
る
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
及
び
Ａ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ン

グ
ス
株
式
会
社
の
全
職
場
（
北
海
道
、
宮
城
県
、秋
田
県
、

山
形
県
、
福
島
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
新
潟
県
、
富
山

県
、
石
川
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、

鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
徳
島
県
、
愛
媛

県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、

大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
）に
お
い
て
、

争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
4
年

1
0
月

2
3
日厚生
労
働
大
臣
三
井
辨
雄

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

静
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
静
岡
県
パ
ル
プ
・
紙
・
加
工
紙

製
造
業
最
低
賃
金
（
昭
和
6
3年
静
岡
労
働
基
準
局
最
低
賃

金
公
示
第
２
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定

を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
。
平
成

2
4
年

1
0
月

2
3
日静岡
労
働
局
長
麻
田
千
穗
子

静
岡
県
パ
ル
プ
・
紙
・
加
工
紙
製
造
業
最
低
賃
金

１
適
用
す
る
地
域
静
岡
県
の
区
域

２
適
用
す
る
使
用
者
前
号
の
地
域
内
で
パ
ル
プ
製
造

業
、
紙
製
造
業
、
加
工
紙
製
造
業
、
こ
れ
ら
の
産
業
に

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
国
土
調
査
と
同
一
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
し
て
の
指
定
の
公
告

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調
査
以
外
の
測
量
及

び
調
査
の
結
果
作
成
さ
れ
た
次
の
地
図
及
び
簿
冊
を
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
国
土
調
査
の
成
果

と
同
一
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
し
て
平
成
二
十
四
年
十
月
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
指
定
し
た
の
で
、
国
土
調
査
法
施
行

令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
五
十
九
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

お
い
て
管
理
，
補
助
的
経
済
活
動
を
行
う
事
業
所
又
は

純
粋
持
株
会
社
（
管
理
す
る
全
子
会
社
を
通
じ
て
の
主

要
な
経
済
活
動
が
パ
ル
プ
製
造
業
、
紙
製
造
業
又
は
加

工
紙
製
造
業
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
営
む
使

用
者

３
適
用
す
る
労
働
者
前
号
の
使
用
者
に
使
用
さ
れ
る

労
働
者
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

\
1
8歳
未
満
又
は
6
5歳
以
上
の
者

]
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得

中
の
も
の

^
清
掃
、
片
付
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
軽
易
な

業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

４
前
号
の
労
働
者
に
係
る
最
低
賃
金
額

１
時
間

7
4
4

円
５
こ
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
賃
金
に
算
入
し
な
い
も
の

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
4年

1
2月

1
4日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
阪
府
非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧

延
業
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年

大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
4
年

1
0
月

2
3
日大
阪
労
働
局
長
森
岡
雅
人

第
４
号
中
「
１
時
間
8
1
0円
」
を
「
１
時
間
8
1
6円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
4年

1
1月

3
0日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。
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